
第3期大阪府食の安全安心推進計画の策定について

食の安全安心推進計画の基本的な考え方

参考資料３

第3期計画の方向性

■計画とは
食品等の生産から消費に至る各段階で、大阪府における食の安全
安心の確保に関する施策を全庁横断的に計画的に進めるための
⻑期計画

◆食品中の放射性物質対策
・検査体制を整備
・情報提供及びリスクコミュニケーションを実施

◆⾷の安全安⼼顕彰制度による顕彰（’13年〜）
・食の安全・安心の確保に関し、特に優れた取り組みをした
事業者及び消費者を顕彰

◆食品表示法に関する業務の一元化（’16年〜）
・3課で⾏っていた業務を⾷の安全推進課が所管
・保健所等の相談窓口及び監視指導体制を整備
◆HACCP（国際標準の衛⽣管理システム）の導⼊促進
・⾷品営業の管理運営基準に「HACCP導入型基準」を
追加（’15年〜）
・⼤阪版⾷の安全安⼼認証制度の基準にHACCPの考え方
を導⼊予定（ʼ17年）

第3期計画策定に向けたスケジュール

食品表示法
2015年に施⾏、加工食品及び添加物の経過措置期間は
５年間（2020年3月31日まで）

➢加工食品の栄養成分表示の義務化など新しい表示基準
の周知・指導が必要

HACCP
2018年を⽬処に義務化の法改正、数年後に施⾏（予定）

➢これまでの衛⽣管理に加え、国際標準であるHACCP
の普及啓発・支援が必要
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１ 生産から消費に至る各段階での食の安全性の確保

２ 健康被害の未然防止や拡大防止に関する施策の充実

３ 情報の提供の促進

４ 事業者の自主的な取組の促進

■計画の基本姿勢
条例の基本理念にのっとり、府、⾷品関連事業者、府⺠等が責務
や役割を理解し、共に協⼒して⾷の安全安⼼の確保に取り組む

第2期計画の概要

第2期計画期間中の大阪府の主な取組

■計画の期間
第１期：2008〜2012年度（平成20〜24年度）
第２期：2013〜2017年度（平成25〜29年度）（現⾏）
第３期：2018〜2022年度（5年間）（予定）

■計画の位置づけ
「⼤阪府⾷の安全安⼼推進条例」の規定に基づき、「⼤阪府⾷の
安全安⼼推進協議会」の意⾒を聴いて策定

第2期計画の全庁的な施策の継続を基本としつつ、現状や
今後の動向を踏まえ、計画改定を検討

■施策展開の方向性
・条例の基本理念を踏まえた４つの施策の柱を第2期計画から概ね
踏襲し、関係部局が連携して⾏う取組を明確化
・府の施策について、事業者の責務、府⺠の役割として協⼒して
いただく内容を明確化

■重点施策の設定
・義務化等を⾒据え、特に重点的に取り組む施策として設定

➢新たな制度に基づく表⽰の適正化の推進
➢国際標準化を⾒据えた⾃主衛⽣管理の推進

取り組むべき課題
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